
書式第 12号 (法第 28条関係)

2022
2022年 4月  1日 から  2023年  3月  31日 まで

特定非営利活動法人 地域水道支援センター

1 事業の成果
2022年 度は計 3回のオンラインセミナーを開催した。花巻市水源での実証実験の

、①実験に至るまでの経緯を行政の担当者から報告、②実験設備
施工担当業者から報告、③本実験での微生物学的観点に基づい
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験の総合的な成果について麻布大学の担当研究者より、およびこれまでの当NPOが手がけてき
の成果を当NPO担 当理事から報告し、スタッフを含めた総参加者数は80名を超えた。
2020年 度発行の書籍も継続して注文を受注しており、当法人の活動成果が社会的に必要とされてし

ることの証となっている。
盛岡市米内浄水場での粗ろ過共同実験は本年度をもって完了。同共同研究の成果を盛岡市、(株)ト

ケミとともにまとめた。大阪府高槻市樫田浄水場更新に関する助言は継続。都内水処理業者から昨年度
り依頼を受けている津山の視察は2023年 度に持ち越した。
前年度から開催

計・製作から運用
している会員同士の交流 0勉強会について今年度は「生物浄化法小型装置の計画・
」をテーマに 1回開催した。桐生市での開催にも関わらず多くの参加者が内外から

り、情報交換と交流の場にすることができた。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 事 業 内 容 実 施

日 時

実 施

場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

事業費の

金額

(千円)

餞速ろ過技術の

句上・普及

(*1)

饉速ろ過 (生物浄化)・ 小

規模水道に関するオンライ
ンセミナー:小又水源での実

証実験成果に関する連続講

堅

11月 24日

12月 16日

1月 13日

オンライン

1日
-3月 31日 水場

10人

一般市民、水関

連事業者・研

究関係者

3回計74人

273

(*2)

盛岡市米内浄水場粗ろ過共
同研究 (継続) 給水人口 0

高槻市樫田浄水場更新に伴
う粗ろ過実験への助言

4月 1日

-3月 31日

12

日

闘規E] 3人 高槻市
給水人口

1843

情報収集・提供

(*3)

階報収集・提供

(*3)

薩原製作所による小規模施
設視察

2人 荏原製作所担当
部署人数

0

る書籍の

販売事業

1日
-3月 31日

2人 一般市民,会員,

事業者11人

31

会員交流・勉強会 (1回 ) 2人 会員、関係者
10～20人

0

会員および
一般市民

20

(*1)緩速ろ過 (生物浄化)法に関する知識・技術の講習会、講演会、セミナー、研修会等の開催、
講師派遣等の事業

(*2)緩速ろ過設備の設計・設置運用における調査や支援事業
(*3)小規模水道、緩速ろ過、水に関わる情報の収集および提供活動事業

(2)その他の事業

事業名 事 業 内 容
施
定
時

実
予
日

施
定
所

実
予
場

従事者
の予定
人 数

事業費の

予定額
(千円)

盟騒|コ開 実施 しない



"22年
度 活動計算書

2022年 4月 1日 か ら  2023年  3月 31日 まで

単位 :円

科 目
特定非営利活動に係る

事        業
その他の事業 合計

708,000

20,000

3,000

2,171,616
0

3,000
0

27
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514,663

32,068

100,644

2,419

200

10,043

360,000

70,000

2,587
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I 経常収益
1 受取会費

正会員受取会費
賛助会員受取会費

学生会員受取会費
2 事業収入
3 助成金収入
4 受取寄附金

5 その他収入
6 受取利息
経常収益計

Ⅱ 経常費用
1 事業費

(1)人件費
人件費計

(2)その他経費

外注費
会議・会場費
旅費交通費
通信費
印刷費
支払手数料
HP管理費
期首商品棚卸
期末商品欄卸 (△ )

事業費計

2 管理費
(1)人件費

人件費計
(2)その他経費

事務委託費
通信費
旅費交通費
接待交際費
租税公課
事務用消耗費
地代家賃
法人税住民税及び事業税
支払手数料
会議費

管理費計
経常費用計

当期経常増減額
Ⅲ 経常外収益

経常外収益計

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計

経理区分振替額
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期艇載正味財産額

3,403,530 ｎ

Ｖ

3.521.836



15号 (法第28条関係)

2022年度 貸借対照表

2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 地域水道支援センター

(単位 :円 )

科
日

【 金 □

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

売掛金

商品

流 動 資 産 合 計

3,199,

1,851,

749

2 固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

ｎ

Ｖ

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

買掛金 1,577,913

流 動 負 債 合 計 577 913

2 固定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計 913

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

3,403,530

1 306

正味財産合計 ●
０

ｏ
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2022年度  計算書類の注記

重要な会計方針

計算書類の作成は、  NPO法 人会計基準(2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 PO法人会計基準協議会)

によっています。
(1)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2. 事業別損益の状況

ン

(単位 :円 )

科 目 セミナー 技術支援 EI聾 事業部門計 管理部門 合計

293, 1,843,860

0

38,890

0

2,171,616

0

0

000

2,171,616

708,000

23,000

708,

23,

3, 3,

0 27

10, 1, 577

0

0

913

0

0

0

0

0

0

0

550

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

000

150

0

0

1,587,913

0

200

32,068

514,663

42,600

100,644

0

200

32,068

2,102,576

42,600

1(Ю,

0

0

20,

92,

0

0

0

0

550

20,000

92,150

10,043

860,000

2,419

70,000

2,587

0

0

0

10,043

360,000

2,419

70,000

3,137

20,000

92,150

I 経常収益
1・ 事業収入
2.正会員会費収入
3.その他会費収入
4.寄付金収入
5.受取利息収入
6。 その他の収入

経常収益計
Ⅱ 経常費用

租税公課

通信費

外注費・委託費

会議・会場費

旅費交通費

消耗品費

事務委託費

地代家賃

接待交際費

法人税等

支払手数料

HP管理諸費

期首相卸

期末棚卸 (△ )

経常費用計

当期経常増減額

10.000 1.578.463 1.652.113 1。 135.224 2_787_337

283.866 265。 397 519_503 -401.197 118.306

ｎ
０ 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

無償で受けた物的サービスはありません。

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等はありません。

したがって使途が制約されていない正味財産は3,521,836円 です。

固定資産の増減内訳

当法人が所有する固定資産はありません。

借入金の増減内訳

当法人には借入金はございません。
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・ 役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の接分方法

事業に直接要した費用として明確に区分できる支出は、事業費として計上しております。

その他の事業に係る資産の状況

特にありません。

科 目

計算書類に

計上された

金額

内役員及び近

親者との取引

708,000

1,587,913

100,644

360,000

72,000

1,577,913

90,160

360。 000

2,756,557 2,100,073

(活動計算書)

正会員会費収入

外注費

旅費交通費

地代家賃

活動計算書計

(貸借対照表)

※特になし

貸借対照表計
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書式第 17号 (法第28条関係)

2022年度 財産目録

2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 地域水道支援センター

(単位 :円 )

科
日
日 金 額

T 書産の部・
 1~流動資産~ 

現金預金‐

率元現金

二憂漂1忌行
三菱WJ銀行

ゆうちょ銀行

売掛金
  事業未収金

商品 (書籍棚卸)

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

買掛金

流 動 負 債 合 計

2固 定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

19,296

1,944,536

1,000

1,234,607

1,851,810

48,500

749

749

577. 913

ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

1,577,913

1,577,913

ｎ

Ｖ

3,521,836



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

2022年度年間役員名簿 (■●彙年■において使■であつたことがある全員0氏名及び住所又は■籠菫
びにこれらの■について0■●彙年壼における●1日の■●を

=菫
した名簿)

特定非営利活動法人 道支援センター

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

自以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)

自各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員―覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(腋当者のみに記入)氏   名

1
監事

)

ホヤノ ハツコ

2022年 4月 1日 ～
2023年 3月 31日

な し

保屋野 初子

2 監事

ナカモト ノプタダ
2022年 4月 1日 ～

2023年 :3月 31日

な し

中本 信忠

3 監事

セノ モ リフミ
2022年 4月 1日 ～
2023年 3月 31日

な し

瀬野 守史

4 監事

ハシモ ト ジュンジ
2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日

な し

橋本 淳司

5 o監
事

サンダ カツユキ
2022年 4月 1日 ～

2023年租月31日

な し

三田 克征

6
⌒

理事 塁ヽ壼ノ
ドイ ジロウ

2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日

な し

土井 二郎

7 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

8 理事・ 監事

年  月  日

年  月  日

年 月

月

日

日年

9 理事・ 監事

年

年

月

月

日

日

年

年

月

月

日

日

10 理事・監事

年  月  日

年 月 日

年  月 日

日年 月
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特定非営利活動法人 地域水道支援センター

氏   名

1

中本 信忠

2

屎屋野 初子

3

守史

4

「'1に」

井上 祥一郎

同

三田 克征

7

荒力1 朋明

日

淳司

ロ

10
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書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)


